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ブラキシズムは顎への影響を最小限にする
ことが重要と解説する馬場一美氏＝９月12
日、Ｍ＆Ｄホール

　

講
演
は
、
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム

の
①
と
ら
え
方
②
診
断
③
睡

眠
時
の
対
応―

―

の
三
つ
に

カ
ル
テ
開
示
は
検
査
権
対
象
外

了
し
た
日
を
確
認
す
る

た
め
だ
が
、
カ
ル
テ
は

個
人
情
報
に
該
当
す
る

も
の
で
あ
り
、
検
査
権

が
対
象
と
す
る
帳
簿
で

は
な
い
。
税
務
職
員
は

「
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
か

ら
見
て
も
大
丈
夫
で
す
」
と

言
う
が
、
元
か
ら
検
査
権
の

及
ば
な
い
書
類
で
あ
る
の
で

カ
ル
テ
を
見
せ
る
必
要
は
な

と
乙
欄
が
あ
り
、
甲
欄
を
使

う
に
は
扶
養
親
族
等
申
告
書

を
備
え
る
必
要
が
あ
る
。
毎

年
の
こ
と
な
の
で
作
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
怠
り
な
い

ょ
う
よ
う
）
を
行
う
。
こ
れ

は
行
政
指
導
で
あ
り
、
強
制

力
は
な
い
。
納
得
の
い
く
ま

で
説
明
を
求
め
る
。
納
得
が

い
か
な
け
れ
ば
修
正
申
告
の

よ
う
に
注
意
す
る
。

　

調
査
が
終
わ
れ
ば
、
税
務

職
員
は
調
査
結
果
の
説
明
を

行
い
、
問
題
が
な
け
れ
ば
是

認
通
知
を
す
る
。
問
題
が
あ

れ
ば
修
正
申
告
の
慫
慂
（
し

い
。

　

従
業
員
を
雇
っ
て
い
る
場

合
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
を

従
業
員
に
作
っ
て
も
ら
っ
て

い
な
い
場
合
が
あ
る
。
源
泉

所
得
税
の
税
額
表
に
は
甲
欄

　

概
算
経
費
率
（
４
段
階
税

制
）
を
利
用
し
て
い
る
場
合

で
、
保
険
収
入
が
５
千
万
円

を
少
し
下
回
る
場
合
、
調
査

に
来
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

12
月
末
の
窓
口
受
付
簿
と
翌

年
１
月
の
保
険
請
求
の
突
き

合
わ
せ
を
し
、
経
費
率
を
適

用
す
る
た
め
意
図
的
に
操
作

し
て
い
な
い
か
確
認
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
、
カ
ル
テ
を

見
せ
て
ほ
し
い
と
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
。
診
療
が
終

納
得
な
い
修
正
申
告
は
義
務
な
し

義
務
は
な
い
。
応
じ
な
い
場

合
は
税
務
署
が
更
正
処
分
を

行
い
、
一
方
的
に
税
額
を
決

め
て
く
る
。

　

修
正
申
告
は
慎
重
に
し
な

い
と
、
一
度
認
め
て
し
て
し

税
務
調
査
の
動
向

疋
田　

英
司 

税
理
士

シ
リ
ー
ズ

④

る
。
納
得
が
い
か
な
い
内
容

に
は
修
正
申
告
は
行
っ
て
は

い
け
な
い
。
税
務
署
が
一
方

的
に
更
正
処
分
を
す
る
の

で
、
そ
れ
か
ら
異
議
を
述
べ

れ
ば
よ
い
。

　

断
片
的
な
話
に
な
っ
た

が
、
税
務
調
査
の
注
意
点
は

以
上
で
あ
る
。
国
民
主
権
の

基
で
行
わ
れ
る
税
務
調
査
で

あ
り
、「
お
上
の
お
調
べ
」に

ひ
れ
伏
す
必
要
は
ま
っ
た
く

な
い
。

　

毅
然
た
る
態
度
で
、
心
を

強
く
持
ち
調
査
に
臨
ま
れ
る

よ
う
勧
め
る
。

 

（
お
わ
り
）

ま
っ
た
修
正
申
告
に
異
議
を

述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

自
分
の
判
断
で
出
し
た
と
い

う
理
屈
か
ら
異
議
と
い
う
の

は
整
合
性
が
と
れ
な
く
な

９月度生涯
研 修 講 座

咬
合
力
の
調
整
で
負
荷
軽
減

「
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
」を
昭
和
大
・
馬
場
教
授
講
演

分
け
て
進
め
ら
れ
た
。

ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
は
睡
眠
中

に
起
こ
る
非
機
能
的
グ
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
と
ク
レ
ン
チ
ン
グ

で
、
睡
眠
ス
テ
ー
ジ
の
中
で

眠
り
が
浅
く
な
る
と
き
に
発

生
す
る
。
不
正
な
咬
合
と
ブ

ラ
キ
シ
ズ
ム
、
顎
関
節
症
に

相
関
関
係
は
な
い
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。

　

馬
場
氏
は
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム

の
診
断
に
つ
い
て
、「
従
来
は

自
己
申
告
と
咬
耗
が
主
で
あ

っ
た
が
、
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と

咬
耗
の
間
の
相
関
関
係
は
そ

れ
ほ
ど
強
固
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
」と
指
摘
。

現
在
で
は
、
①
睡
眠
同
伴
者

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
歯
ぎ
し

り
過
去
６
カ
月
、
週
３
日
以

上
②
咬
耗
、
起
床
時
の
筋
疲

労
・
痛
み
、
咬
筋
の
肥
大
の

い
ず
れ
か
一
つ―

―

と
な
っ

て
い
る
と
解
説
し
た
。
ま

た
、同
伴
者
の
指
摘
無
し
、

咬
耗
無
し
で
も
ク
レ
ン
チ
ン

グ
に
よ
り
筋
疲
労
は
起
こ
り

う
る
。
た
だ
、Parafunction

かDisorder

か
の
見
極
め
が

必
要
で
、Disorder

な
ら
治

療
が
必
要
で
あ
る
。
ブ
ラ
キ

シ
ズ
ム
に
は
「
睡
眠
時
ブ
ラ

キ
シ
ズ
ム
」と「
日
中
歯
牙
接

触
習
癖
」
が
あ
り
、
治
療
に

際
し
て
は
「
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム

は
止
ま
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
前
提
に
、
顎
口
腔
系
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た

め
に
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。
歯
牙
・
歯
列
上
に
生
じ

る
咬
合
力
を
配
分
し
、
顎
関

節
に
生
じ
る
力
を
軽
減
す
る

た
め
に
ス
タ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
ス
プ
リ
ン
ト
が
適
し
て

い
る
。
治
療
に
際
し
て
は
、

患
者
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
可
能
な
日
中
の
歯
牙
接
触

癖
を
除
去
し
、
そ
の
後
に
ス

プ
リ
ン
ト
を
製
作
す
る
。

　

症
例
ご
と
の
対
応
法
の
説

明
で
は
、
欠
損
が
あ
る
場

合
、
残
存
歯
に
力
が
集
中
す

る
た
め
特
に
注
意
す
る
こ

と
、
義
歯
装
着
者
は
、
夜
間

装
着
用
の
義
歯
タ
イ
プ
の
ス

プ
リ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
。

子
ど
も
の
場
合
は
、
経
年
的

に
消
失
す
る
場
合
が
ほ
と
ん

ど
な
の
で
経
過
観
察
に
と
ど

め
、
ス
プ
リ
ン
ト
が
必
要
な

場
合
は
ソ
フ
ト
タ
イ
プ
の
も

の
を
装
着
さ
せ
る
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

ヘ
ル
ス
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

助
教
）
で
、
59
人
が
参
加
し

た
。

　

最
近
の
顎
関
節
症
の
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
衝
撃
的
な
取
り

上
げ
方
の
様
子
か
ら
、
咬
合

と
顎
関
節
症
の
最
新
の
考
え

方
を
述
べ
、
ス
プ
リ
ン
ト
の

定
義
か
ら
種
類
、
使
用
目

的
、
適
応
症
を
丁
寧
に
整
理

し
て
解
説
し
た
。

　

ス
プ
リ
ン
ト
の
種
類
は
ス

　

南
河
内
地
区
は
「
各
種
ス

プ
リ
ン
ト
の
使
用
・
調
整
方

法
」
を
テ
ー
マ
に
９
月
11

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
講
習

会
を
開
い
た
。
講
師
は
細
木

真
紀
氏
（
徳
島
大
学
大
学
院

タ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
型
、

前
方
整
位
型
、ピ
ポ
ッ
ト
型
、

前
歯
部
型
、
ミ
ニ
ス
プ
リ
ン

ト
と
あ
る
が
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
に
基

づ
く
ス
プ
リ
ン
ト
は
ス
タ
ビ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
プ
リ
ン

ト
の
み
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

実
際
、
細
木
氏
も
臨
床
で
使

う
の
は
ほ
と
ん
ど
が
ス
タ
ビ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
プ
リ
ン

ト
で
あ
り
、
他
の
ス
プ
リ
ン

ト
は
ほ
と
ん
ど
使
っ
た
こ
と

が
な
い
と
し
た
。

　

ス
タ
ビ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

ス
プ
リ
ン
ト
は
夜
間
装
着
が

基
本
で
、
１
〜
２
週
間
で
リ

コ
ー
ル
し
３
カ
月
を
ひ
と
つ

の
目
安
と
し
、
改
善
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
、
他
の
治
療
法

に
変
更
あ
る
い
は
両
者
を
併

用
す
る
。
術
後
管
理
の
目
的

で
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
歯
科

医
に
よ
る
定
期
的
な
チ
ェ
ッ

ク
が
必
要
と
指
摘
し
た
。

　

最
後
に
、
訴
訟
等
が
増
え

て
い
る
時
代
で
あ
り
、
ス
プ

リ
ン
ト
治
療
は
日
本
顎
関
節

学
会
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

従
っ
た
選
択
基
準
で
行
っ
た

方
が
良
い
と
述
べ
た
。

　

会
員
か
ら
多
数
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、
細
木
氏
は
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
答
え
た
。

（
松
原
市
・
藤
井
佐
都
樹
）

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
は
馬
場
一
美
氏
（
昭
和
大
学

歯
学
部
歯
科
補
綴
学
講
座
教
授
）
を
講
師
に
生
涯
研
修

「
睡
眠
時
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
と
歯
科
臨
床―

合
理
的
診
断
と

対
応
法
」
を
９
月
12
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
き
、
１
０

２
人
が
参
加
し
た
。

「スプリント装着は３カ月を
目安に」と説明する細木真紀
氏＝９月11日、Ｍ＆Ｄホール

南河内地区

目
的
・
適
応
症
で
選
択

〝
ス
タ
ビ
型
を
基
本
に
〞細
木
氏

スプリント


